
様式第９

１　目標の達成状況

（ごみ処理）

%

　　　　　  １事業所当たりの排出量 %

生活系　総排出量 %

　　　　　  １人当たりの排出量 %

%

%

%

%

%

※１　排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回収量に対する割合を記載。

※２　排出量は実績の割合/目標の割合を記載。再生利用量・最終処分量については、（実績の割合-現状の割合）/（目標の割合-現状の割合）を記載。　

（生活排水処理）

18,765 16,203

0 0 0.0 %

0 ％ ％ 0.0 ％ 0 %

0 0 0 %

0 ％ ％ 0.0 ％ 0.0 %

8,232 8,884 99.9 %

43.9 ％ ％ 54.8 ％ 175.8 %

10,533 7,319 82.8 %
※３　（実績の割合-現状の割合）/（目標の割合-現状の割合）を記載

循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

勝浦市 勝浦市 平成２８年度～令和２年度 平成２８年度～令和２年度

指標 現状（割合※１）
（令和　　年度）

目標（割合※１）
      （令和　　年度）　　A

実績（割合※１）
   （令和　　年度）   B

実績
/目標※２

排出量 事業系　総排出量 t t   (　 %) t   ( 　 %)

t t   (　 %) t   ( 　 %)

t t   (　 %) t   ( 　 %)

㎏/人 ㎏/人  (　 %) ㎏/人 ( 　 %)

合　 計　事業系生活系総排出量合計　 t t   (　 %) t

再生利用量 直接資源化量 t   ( 　 %) t   (　 %) t   ( 　 %)

総資源化量 t   ( 　 %) t   (　 %) t   ( 　 %)

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） MWh MWh MWh

最終処分量 埋立最終処分量 t   (　 %) t   (　 %) t   (　 %)

指標 現　状
（平成２７年度）

目　標
      （令和３年度）　　A

実　績
   （令和３年度）   B

実績
/目標※３

総人口 17,727 ―

公共下水道 汚水衛生処理人口 0

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0

集落排水施設等 汚水衛生処理人口 0

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 0

合併処理浄化槽等 汚水衛生処理人口 8,890

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 50.1

未処理人口 汚水衛生処理未処理人口 8,837



２　各施策の実施状況

施策種別
事業
番号

施策の名称等 実施主体

発生抑制、再
使用の推進
に関するもの

処理体制の
構築、変更に
関するもの

処理施設の
整備に関する
もの

浄化槽設置整備事業 勝浦市

施設整備に
係る計画支
援に関するも
の

その他

施策の概要
事業実施期間
（事業計画期間）

施策の実績

合併浄化槽への転換促進を図
る事により海、河川等の水質悪
化の要因である生活雑排水を
浄化し放流することで水環境の
改善を推進する。

平成２８年度～
令和２年度

平成２８年度：６基
平成２９年度：４基
平成３０年度：４基
令和元年度：５基
令和２年度：５基
合計：２４基



３　目標の達成状況に関する評価

　（都道府県知事の所見）

　当初の計画では５年間で７５基（４２０人分）の合併処理浄化槽の整備を目標に実施したが、実績は２４基の整備となった。浄化槽の処理人口は目標値に達
しなかったが、普及率は目標値を達成した。毎年、目標件数ほど申請件数が伸びなかったことが要因と考えられる。しかしながら、総人口が目標年度の総人
口より大幅に減少するなか、勝浦市の補助金対象外である建て替えによる合併浄化槽への転換が増加したことにより、令和３年度末の汚水未処理人口は
７，３１９人となった。これは目標の８，８３７人よりも減少していることから、相対的には目標を達成したものと評価している。

　汚水衛生未処理人口は目標を達成できている。また、合併浄化槽等の普及率についても目標を達成できている。
　今後も、引き続き、汚水衛生未処理人口の減少に努められたい。


